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【背景・目的】Y-Ba-Cu-O （以下 YBCO） などの銅酸化物系超伝導体の多くは CuO 面をも

つペロブスカイト構造の結晶で，その超伝導の発現は CuO面が中心となる複雑な電子格子間

相互作用によって起こり，特に酸素欠損やランタノイド原子が超伝導発現に深く介在してい

ると言われている．YBCO については多くの中遠赤外帯域での吸収が観測されているが，従

来のインコヒーレントな赤外測定では分解能が低く，特にテラヘルツ帯での固有振動モード

を決定するのは難しかった．そこで本研究では，狭線幅特性を持つコヒーレントなテラヘルツ光を

プローブとして超伝導発現機構に関わる重要な吸収帯を調査することを目的とした． 

【実験方法・結果】 転移温度を境にして超伝導状態に転移するという現象からも温度の変化によって

テラヘルツ分光スペクトルの変化が起きることを推測し，YBa2Cu3O7 焼結体の周波数可変テラヘルツ

分光装置によりテラヘルツ透過スペクトルを試料温度を室温および 70 K にして採取した． 

YBa2Cu3O7 焼結体を母材であるポリエチレンとともに 25 wt%の濃度で充分に混合したものを試料とし

た．Fig.1 のように試料温度によって明確にテラヘルツ帯での吸収に差が生じていることがわかった．

例えば，転移温度以下の 70 K に比較して室温において 3 THz および 4.2 THz 付近に特徴的なテラ

ヘルツ吸収が生じていることが分か

り，これらの周波数領域の振動をも

つ何らかの結晶構造・欠陥が超伝

導発現に寄与していることが考えら

れる．なお，70 K に降温させた後，

再度室温まで昇温させた際の吸収

スペクトルに変化はなく，本測定は

再現性に優れている． 
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Fig.1 THz absorbance spectrum of YBa2Cu3O7 
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